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  In the second report are presented the numerical simulations by CFD under the different 
computational domain and boundary condition from those in the first report. The numerical results are 
compared with those of the first report. It is shown that the numerical results on the velocity and 
temperature profiles are considerably affected by the computational domain and boundary condition. 
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 ｇ   ：重力加速度[m/s2] 
  αx     ：局所熱伝達係数[W/(m2･K)] 
   L       ：ストリップ長さ[m] 
  Nu     ：平均ヌッセルト数 
Nux     ：局所ヌッセルト数 
 ｐ   ：圧力[Pa] 
  Pr      ：プラントル数 
 ｑ   ：局所熱流速[W/m2] 
 Ra      ：レイリー数 
 θ   ：温度 
 Δθ  ：温度差(=θＷ－θ∞) 
  Θ   ：無次元温度 
 λ   ：熱伝導率[W/(m･K)] 
 μ   ：粘性係数[Pa･s] 
  ν      ：動粘性係数[m2/s] 
  ρ   ：密度[kg/m3] 
  ψ   ：流れ関数 
 ｈ   ：エンタルピー 
添字 
  i,j     ：X,Y 方向 
O       ：基準 
ｗ      ：壁面 
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Sm：質量ソース 
     
 
 
ρBi ：体積力（重力項）          
  







数 Nu は次のように定義される。 
 
    
 
ここで WW y)/()(1 ∂∂−−= ∞ θθθδ   （５） 
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２．４ 数値計算の手法 
    数値解析には STAR-CD（Vr.3.24）を使用し定常解
析を実施した。 
  最小格子：Δｘ、Δｙ＝０．５ｍｍ 
最大格子：Δｘ、Δｙ＝１０ｍｍで不連続格子採用 
 a）解析アルゴリズム ：PISO 法 
 b）対流項差分スキーム：UD 法 












           表１ 解析条件一覧表 
No 物体温度[℃] 外壁の側面熱伝達係数[W/(m2K)] 
１   ７５．２     断熱 


































































































































は 0 よりやや高めである。 
 
４．２ 熱伝達係数 
 図５は平均 Nu 数と Ra 数との関係を示したものであ
る。Edwards-Haiad, Hatfield-Edwards, Nakano et 
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図５ 平均ヌッセルト数 (Pr=0.7) 















































図 2．１ 速度ベクトル図 
(a) オリジナル 
(b) 断熱境界 









































































































図 3．１ 温度コンター図 図 3．２ 無次元等温線図 


























































(c ) 1/2 領域 (α=5) (b) 断熱境界 
(a) オリジナル 















































（c）1/2 領域 (α=5) 
(b) 断熱境界 
(a) オリジナル 
